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10女性の管理職登用をめぐる現状と課題

二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

第
三
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
企

業
の
課
長
相
当
職
以
上
に
占
め
る
女
性
の
割

合
を
、
二
〇
一
五
年
に
一
〇
％
程
度
（
二
〇

一
〇
年
現
在
六
・
二
％
）
と
す
る
数
値
目
標

が
明
示
さ
れ
た
。「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
指
導
的
地
位
に
女

性
の
占
め
る
割
合
が
少
な
く
と
も
三
〇
％
程

度
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
の
、
男
女
共

同
参
画
推
進
本
部
の
二
〇
〇
三
年
の
決
定
に

よ
る
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の

だ
。
背
景
に
は
二
〇
〇
九
年
、
国
連
女
子
差

別
撤
廃
委
員
会
が
我
が
国
の
雇
用
、
政
治
等

各
分
野
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
推
進
が
不
十
分
と
し
て
、
数
値
目
標
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
た
措
置
の
導
入
を

要
請
す
る
見
解
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。

近
年
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
は
、

係
長
相
当
職
で
二
〇
〇
三
年
の
九
・
四
％
か

ら
二
〇
一
〇
年
に
は
一
三
・
七
％
、
課
長
相

当
職
で
は
四
・
六
％
か
ら
七
・
〇
％
、
部
長

相
当
職
は
二
・
四
％
か
ら
四
・
二
％
と
い
ず

れ
も
上
昇
し
て
き
た
（
図
１
）。
だ
が
国
際

的
に
み
れ
ば
、
我
が
国
に
お
け
る
女
性
の
管

理
職
登
用
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

昨
年
策
定
さ
れ
た
新
成
長
戦
略
で
も
、
日

本
経
済
の
成
長
を
支
え
る
女
性
の
就
労
促
進
、

そ
の
た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

推
進
強
化
が
謳
わ
れ
た
。
現
在
の
日
本
で
は
、

女
性
能
力
の
活
用
促
進
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
言
っ
て
い
い
。
女
性
の
活
用
促
進
に
向

け
、
企
業
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、

ど
う
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
か
ら
二
五
年

が
経
過
し
た
節
目
に
際
し
、
こ
の
テ
ー
マ
に

係
る
企
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
第
二

九
回
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
特

別
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
、
二
〇
一
一

年
五
月
九
日
～
三
一
日
に
か
け
て
実
施
。
企

業
モ
ニ
タ
ー
の
登
録
八
六
社
中
、五
三
社（
六

一
・
六
％
）
の
有
効
回
答
を
集
計
し
た
。
回

答
企
業
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
図
２
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
。

女
性
管
理
職
比
率
は
各
層
で 

お
お
む
ね
増
加
傾
向

ま
ず
、
各
管
理
職
層
に
お
け
る
女
性
比
率

を
尋
ね
る
と
、
回
答
企
業
の
平
均
で
は
役
員

ク
ラ
ス
が
二
・
二
％
、
部
長
ク
ラ
ス
が
四
・

四
％
、
課
長
ク
ラ
ス
が
七
・
七
％
、
係
長
ク

ラ
ス
が
一
〇
・
五
％
と
な
っ
た
（
表
１
）。

各
管
理
職
層
に
お
け
る
女
性
比
率
の
三
年
前

と
比
較
し
た
増
減
に
つ
い
て
は
、
役
員
ク
ラ

ス
で
「
増
え
た
」
が
九
・
四
％
、「
変
わ
ら
ず
」

が
八
一
・
一
％
、「
減
っ
た
」
が
三
・
八
％
だ
っ

た
。
部
長
ク
ラ
ス
で
は「
増
え
た
」が
二
〇
・

八
％
で
、「
変
わ
ら
ず
」が
七
三
・
六
％
、「
減
っ

た
」
が
一
・
九
％
。
課
長
ク
ラ
ス
で
は
「
増

え
た
」
が
三
〇
・
二
％
で
、「
変
わ
ら
ず
」
が

六
六
・
〇
％
、「
減
っ
た
」
が
〇
％
、
係
長
ク

ラ
ス
で
は
「
増
え
た
」
が
三
二
・
一
％
で
、「
変

わ
ら
ず
」
が
五
四
・
七
％
、「
減
っ
た
」
が
〇
％

な
ど
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
の
職
層
で
も
「
減
っ
た
」
と
す
る

企
業
割
合
は
限
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
課

長
・
係
長
ク
ラ
ス
が
「
減
っ
た
」
企
業
は
な

く
、「
増
え
た
」
と
こ
ろ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
割
超

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
女
性
管
理
職
比
率
は
近

年
、
概
ね
増
加
傾
向
に
あ
り
、
下
位
層
ほ
ど

そ
の
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

1.3 1.1 1.2 1.7 1.6 1.4 1.3 1.4
2.2 2.0 2.1 2.2

1.8 2.4 3.1
2.7 2.8

3.7 4.1 4.1
4.9

4.2

2.0 2.0 2.3 2.9 2.5 2.6 2.8
3.1 3.7 3.2 3.4

4.0 3.6
4.5 4.6 5.0 5.1 5.8

6.5 6.6
7.2 7.0

4.6
5.0

6.2 6.6
7.3

6.4
7.3 7.3 7.8 8.1 8.2 8.1 8.3

9.6 9.4

11.0
10.4

10.8

12.4
12.7

13.8
13.7

0

2

4

6

8

10

12

14

16
民間企業の部長相当

民間企業の課長相当

民間企業の係長相当

年

％

製造業 ４２．９％／非製造業 ５７．１％ 従業員に占める女性比率 平均２１．２％

本年の新規採用時の女性割合 平均３０．７％ 平均勤続年数 男性１７．４年／女性１２．５年

勤続３年未満の女性の離職率 平均１０．５％ 同・勤続１０年未満 平均２５．５％
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図２ 回答企業のプロフィール

――第29回ビジネス・レーバー・モニター
特別調査結果から――

　モニター企業53社の回答を集計　

図１ 役職別管理職に占める女性割合の推移

役員クラス
部長（相当職）

クラス
課長（相当職）

クラス
係長（相当職）

クラス

2.2 4.4 7.7 10.5
増えた 9.4 20.8 30.2 32.1
変わらず 81.1 73.6 66.0 54.7
減った 3.8 1.9 0.0 0.0
無回答 5.7 3.8 3.8 13.2

各管理職層における女性比率

３年前と

比較した

女性

管理職

の増減

(n=53)

表１ 各管理職層における平均女性比率と近年の増減状況

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」
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職
層
で
異
な
る
女
性

管
理
職
比
率
が
伸
び

悩
む
理
由

一
方
、
各
管
理
職
層
に
つ
い

て
「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
」

あ
る
い
は
「
減
っ
た
」
と
回
答

し
た
企
業
に
対
し
、
女
性
比
率

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
原
因
（
複

数
回
答
）
を
尋
ね
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
多
い
順
に
、
役
員
ク
ラ
ス

で
は
「
そ
の
他
（
従
業
員
に
占

め
る
女
性
の
絶
対
数
が
小
さ
い
、

任
命
層
に
該
当
す
る
女
性
数
が

少
な
い
等
と
自
由
記
述
回
答
・

以
下
同
）」（
四
八
・
八
％
）、「
昇

進
・
昇
格
要
件
を
満
た
し
に
く

い
女
性
が
多
い
た
め
」（
三
二
・

六
％
）、「
女
性
の
就
い
て
い
る

職
種
、
部
門
等
が
限
定
的
で
あ

る
た
め
」（
一
六
・
三
％
）、「
昇

進
意
欲
の
低
い
女
性
が
多
い
た

め
」（
一
一
・
六
％
）
な
ど
、
部

長
ク
ラ
ス
で
は
「
昇
進
・
昇
格

要
件
を
満
た
し
に
く
い
女
性
が

多
い
た
め
」（
四
八
・
七
％
）、「
そ

の
他
」（
四
三
・
六
％
）、「
女
性

の
就
い
て
い
る
職
種
、
部
門
等

が
限
定
的
で
あ
る
た
め
」（
二

三
・
一
％
）、「
客
観
的
な
評
価

制
度
は
あ
る
が
、
会
社
の
風
土

と
し
て
男
性
中
心
に
育
成
・
活

用
す
る
雰
囲
気
が
あ
る
た
め
」

（
一
五
・
四
％
）
な
ど
と
な
っ

た
（
図
３
）。

ま
た
、課
長
ク
ラ
ス
で
は「
昇

進
・
昇
格
要
件
を
満
た
し
に
く

い
女
性
が
多
い
た
め
」（
三
四
・

三
％
）、「
男
性
同
様
の
働
き
方
が
で
き
な
い

（
残
業
・
不
規
則
勤
務
、
夜
間
・
深
夜
勤
務
、

配
置
転
換
、
国
内
外
に
わ
た
る
出
張
、
転
勤

等
に
応
じ
ら
れ
な
い
）
女
性
が
多
い
た
め
」

（
二
〇
・
〇
％
）、「
そ
の
他
」（
一
七
・
一
％
）

の
ほ
か
、「
昇
進
意
欲
の
低
い
女
性
が
多
い
た

め
」
及
び
「
管
理
職
に
な
る
と
職
責
上
、
休

日
労
働
・
残
業
、
出
張
・
転
勤
へ
の
柔
軟
な

対
応
等
が
求
め
ら
れ
る
た
め
」
が
同
率
で
一

四
・
三
％
、「
近
年
、
仕
事
と
育
児
等
の
両
立

支
援
方
策
が
充
実
し
た
結
果
、
そ
の
利
用
率

の
高
い
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
遅
れ
る
た
め
」
と
「
客
観
的
な
評
価

制
度
は
あ
る
が
、
会
社
の
風
土
と
し
て
男
性

中
心
に
育
成
・
活
用
す
る
雰
囲
気
が
あ
る
た

め
」
が
同
率
で
一
一
・
四
％
な
ど
と
な
っ
た
。

係
長
ク
ラ
ス
で
は
「
そ
の
他
」（
五
一
・

七
％
）
を
は
じ
め
、「
昇
進
・
昇
格
要
件
を
満

た
し
に
く
い
女
性
が
多
い
た
め
」
及
び
「
男

性
同
様
の
働
き
方
が
で
き
な
い
（
残
業
・
不

規
則
勤
務
、
夜
間
・
深
夜
勤
務
、
配
置
転
換
、

国
内
外
に
わ
た
る
出
張
、
転
勤
等
に
応
じ
ら

れ
な
い
）
女
性
が
多
い
た
め
」
が
同
率
の
二

〇
・
七
％
。
次
い
で
「
近
年
、
仕
事
と
育
児

等
の
両
立
支
援
方
策
が
充
実
し
た
結
果
、
そ

の
利
用
率
の
高
い
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
た
め
」
及
び
「
出

産
、
育
児
、
介
護
等
の
家
庭
責
任
の
た
め
に

離
職
す
る
女
性
が
多
い
た
め
」「
昇
進
意
欲
の

低
い
女
性
が
多
い
た
め
」「
管
理
職
に
な
る
と
、

職
責
上
、
休
日
労
働
・
残
業
、
出
張
・
転
勤

へ
の
柔
軟
な
対
応
等
が
求
め
ら
れ
る
た
め
」

が
同
率
の
一
三
・
八
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
職
層
で
も
、
総
じ
て
「
昇
進
・

昇
格
要
件
を
満
た
し
に
く
い
女
性
が
多
い
た

め
」
や
「
そ
の
他
（
従
業
員
に
占
め
る
女
性

の
絶
対
数
が
小
さ
い
、
任
命
層
に
該
当
す
る

女
性
数
が
少
な
い
等
）」
な
ど
と
す
る
企
業

割
合
が
多
い
。
そ
の
う
え
で
、
女
性
管
理
職

比
率
が
伸
び
悩
む
要
因
は
職
層
レ
ベ
ル
に
応

じ
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

係
長
・
課
長
な
ど
下
位
層
の
昇
進
時
は
、

「
男
性
同
様
の
働
き
方
が
で
き
な
い（
残
業
・

不
規
則
勤
務
、
夜
間
・
深
夜
勤
務
、
配
置
転

換
、
国
内
外
に
わ
た
る
出
張
、
転
勤
等
に
応

じ
ら
れ
な
い
）
女
性
が
多
い
」
こ
と
や
「
管

理
職
に
な
る
と
職
責
上
、
休
日
労
働
・
残
業
、

出
張
・
転
勤
へ
の
柔
軟
な
対
応
等
が
求
め
ら

れ
る
」「
近
年
、
仕
事
と
育
児
等
の
両
立
支
援

方
策
が
充
実
し
た
結
果
、
そ
の
利
用
率
の
高

い
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
遅
れ
る
」
こ
と
な
ど
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
。

こ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
も
、
さ
ら
に
部
長
な

ど
上
位
層
へ
の
昇
進
時
は
「
女
性
の
就
い
て

い
る
職
種
、
部
門
等
が
限
定
的
で
あ
る
」
こ

と
や
、「
客
観
的
な
評
価
制
度
は
あ
る
が
会
社

の
風
土
と
し
て
男
性
中
心
に
育
成
・
活
用
す

る
雰
囲
気
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
が
課
題
に

な
っ
て
く
る
。

昇
進
・
昇
格
要
件
と
女
性
が 

満
た
し
に
く
い
も
の

管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
理
由
の
一
つ
と
さ
れ
る
昇
進
・
昇
格

の
具
体
的
な
要
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
例
え
ば
Ａ
社
（
機
械
）
は
、
昇
進
・

昇
格
要
件
と
し
て
「
上
長
の
人
物
推
薦
、
筆

記
試
験
、
在
職
・
勤
続
年
数
、
経
験
（
配
転
・

転
勤
含
む
）、
企
画
・
判
断
・
決
断
力
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
部
下
の
指
導
・
育
成
力
、
折

衝
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
を
挙
げ
た

う
え
で
、
こ
の
う
ち
女
性
が
満
た
し
に
く
い

も
の
を
「
在
職
・
勤
続
年
数
、
経
験
（
配
転
・

転
勤
含
む
）」
と
指
摘
す
る
。
同
様
に
、
Ｂ

社
（
電
機
）
は
「
上
長
の
人
物
推
薦
、
経
験

（
配
転
・
転
勤
含
む
）、
企
画
・
判
断
・
決
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図３ 各管理職層において女性比率が伸び悩んでいる原因（複数回答）



特集―女性の就労促進を考える

Business Labor Trend 2011.12

12

断
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
部
下
の
指
導
・

育
成
力
、折
衝
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

の
う
ち
「
企
画
・
判
断
・
決
断
力
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
部
下
の
指
導
・
育
成
力
」
を
、
Ｃ

社
（
出
版
）
は
「
上
長
の
人
物
推
薦
、在
職
・

勤
続
年
数
、経
験
（
配
転
・
転
勤
含
む
）、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
部
下
の
指
導
・
育
成
力
、
折

衝
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
う
ち

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
部
下
の
指
導
・
育
成

力
、
折
衝
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
を
、

Ｄ
社
（
食
品
製
造
）
は
「
筆
記
試
験
、在
職
・

勤
続
年
数
、経
験
（
配
転
・
転
勤
含
）、企
画
・

判
断
・
決
断
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
部
下

の
指
導
・
育
成
力
、
折
衝
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」の
う
ち「
在
職
・
勤
続
年
数
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
部
下
の
指
導
・
育
成
力
」
を

そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
設
問
に
関
し
て
は
「
無
回

答
」
割
合
が
、
八
八
・
七
％
と
大
半
を
占
め

た
。
昇
進
・
昇
格
要
件
は
、当
該
組
織
に
と
っ

て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
含
む
も
の
だ
け
に
、

回
答
が
容
易
で
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ

ろ
う
し
、
一
方
で
は
見
え
に
く
い
昇
進
・
昇

格
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
女
性
管
理
職
比
率
の
伸

び
悩
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
恐
れ
も
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

半
数
超
が
女
性
管
理
職
比
率 

向
上
の
取
り
組
み
を
実
施

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
管
理
職
に
お

け
る
女
性
比
率
の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
何
ら
か
を
行
っ
て
い

る
企
業
割
合
が
五
四
・
七
％
と
半
数
を
超
え

た
。
そ
の
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、「
新
規
採

用
時
に
お
け
る
女
性
の
積
極
的
な
採
用
」
及

び
「（
性
別
の
嗜
好
に
左
右
さ
れ
に
く
い
）

人
事
考
課
（
評
価
・
査
定
、
昇
進
・
昇
格
等
）

基
準
の
整
備
」「
社
内
公
募
制
や
自
己
申
告
制

等
、男
女
に
隔
た
り
な
く
希
望
に
応
じ
登
用
・

配
置
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
」
が
同
率
の

四
九
・
一
％
。
次
い
で
「
男
女
で
公
正
な
人

事
考
課
を
行
う
た
め
の
評
価
者
研
修
」
が
三

五
・
八
％
、「
管
理
職
候
補
の
女
性
に
対
す
る

能
力
・
意
欲
等
の
底
上
げ
（
幅
広
い
職
務
経

験
を
意
図
的
に
付
与
、重
点
的
に
教
育
訓
練
・

研
修
を
実
施
等
）」
が
二
八
・
三
％
、「
職
場

風
土
の
改
善
（
と
り
わ
け
中
間
管
理
職
や
同

僚
の
男
性
等
の
意
識
啓
発
）」
が
二
六
・
四
％
、

「
モ
デ
ル
（
模
範
）
と
な
る
女
性
社
員
の
育

成
」
が
二
四
・
五
％
、「
メ
ン
タ
ー
（
助
言
・

指
導
者
）
の
導
入
な
ど
女
性
が
業
務
や
キ
ャ

リ
ア
等
に
つ
い
て
相
談
し
や
す
い
体
制
の
整

備
」
及
び
「
経
営
層
の
参
画
（
ト
ッ
プ
に
よ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
等
）」
が
同
率
の
二
二
・

六
％
な
ど
と
な
っ
た
（
図
４
）。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、「
と
く
に
女
性
を

対
象
に
底
上
げ
す
る
た
め
の
取
り
組
み
」
と
、

「
性
別
に
係
わ
り
な
く
取
り
扱
う
た
め
の
取

り
組
み
」
に
分
類
す
る
と
、
前
者
の
み
の
企

業
は
一
三
・
二
％
、
後
者
の
み
は
九
・
四
％

で
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
企
業
が
七

七
・
四
％
だ
っ
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

取
組
状
況

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
努
力
義
務
事
項

と
さ
れ
て
い
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
」（
男
女
労
働
者
間
に
事
実
上
生
じ
て
い
る

格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
自
主
的
か
つ
積
極

的
取
り
組
み
）
に
つ
い
て
は
、「
取
り
組
ん
で

い
る
」
企
業
が
四
九
・
一
％
、「
以
前
は
取
り

組
ん
で
い
た（
が
や
め
た
）」が
五
・
七
％
、「
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
な
い
」
が
四

三
・
四
％
な
ど
と
な
っ
た
（
図
５
）。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
「
取
り
組

ん
で
い
る
」
企
業
に
始
め
た
時
期
を
聞
く
と
、

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
～
九
〇
年

ま
で
」
が
七
・
七
％
、「
九
〇
年
代
前
半
」
が

一
一
・
五
％
、「
九
〇
年
代
後
半
（
参
考
：
九

七
年
均
等
法
改
正
）」
が
一
五
・
四
％
の
ほ
か
、

「
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
」が
二
六
・
九
％
、「
二

〇
〇
〇
年
代
後
半
（
参
考
：
〇
六
年
均
等
法

改
正
）」
が
三
八
・
五
％
と
な
っ
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

理
由
（
複
数
回
答
）
と
し
て
は
、「
女
性
の
能

力
を
有
効
に
活
用
し
、
経
営
の
効
率
化
（
生

産
性
向
上
や
競
争
力
強
化
）
を
図
る
た
め
」

の
一
〇
〇
・
〇
％
を
は
じ
め
、「
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
」
が
九
二
・
三
％
、「
企
業

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
」
及
び
「
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
等
法
令
の
趣
旨
、
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
等
を
踏
ま
え
て
」
が
同

率
の
五
三
・
八
％
。次
い
で
、「
企
業
の
イ
メ
ー

ジ
・
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
」
及
び
「
労
働
力

人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
」
が

同
率
で
五
〇
・
〇
％
、「
顧
客
ニ
ー
ズ
（
消
費

者
・
生
活
者
の
視
点
）
を
経
営
に
活
か
す
た

め
」
及
び
「
労
働
者
（
と
り
わ
け
若
年
層
等
）

の
意
識
・
価
値
観
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
」

が
同
率
の
四
二
・
三
％
な
ど
の
順
に
多
い
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

内
容
と
し
て
、
先
述
し
た
「
管
理
職
に
お
け

る
女
性
比
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
」

以
外
に
独
自
に
行
っ
て
い
る
も
の
を
聞
く
と
、

「
管
理
職
研
修
に
お
け
る
女
性
社
員
の
積
極

的
な
活
用
に
係
る
会
社
方
針
の
説
明
」（
電

機
）
や
「
上
長
の
評
価
目
標
に
女
性
の
育
成

目
標
を
明
文
化
」（
外
食
）、「
職
務
能
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
研
修
、
や

り
た
い
仕
事
の
自
己
申
告
制
、
女
性
管
理
職

と
の
懇
談
の
場
の
設
置
、
女
性
の
横
断
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
等
」（
建
設
）、「
女
性
の

み
で
構
成
す
る
組
織
の
創
設
（
女
性
の
感
性

と
自
主
性
を
活
か
す
）」（
印
刷
）、「
男
女
と
も

生
産
性
を
上
げ
、
不
要
な
残
業
を
削
減
す
る

こ
と
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
す
る『
働
き
方
見
直
し
』活
動
の
推
進
」

（
化
粧
品
）
―
―
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

後
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
効
果
が
あ
っ
た
」

と
す
る
企
業
が
五
七
・
七
％
、「（
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
）
効
果
は
な
い
」
が
三
・
八
％
、「
よ

く
分
か
ら
な
い
」
が
三
〇
・
八
％
だ
っ
た
。

具
体
的
に
は
「
論
理
と
し
て
理
解
し
て
い

て
も
、
現
実
に
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た

女
性
の
登
用
や
対
象
抑
止
の
是
正
等
」（
情
報

／
役
員
一
一
％
、
部
長
一
〇
％
・
課
長
一

二
％
・
係
長
二
一
％
）、「
女
性
社
員
の
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
相
互
支
援
）
形
成
と
、
結

果
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
前
向
き
に
考
え
る
女

性
社
員
の
増
加
（
意
識
調
査
か
ら
）、
推
進

担
当
者
・
関
係
者
の
知
識
・
見
識
の
向
上
」

（
電
機
／
役
員
九
・
一
％
、
部
長
二
・
一
％
・

課
長
四
・
二
％
・
係
長
一
五
・
四
％
）、「
多

様
な
価
値
観
が
相
互
に
刺
激
し
合
う
こ
と
に

よ
る
職
場
の
活
性
化
、
新
た
な
視
点
に
よ
る

付
加
価
値
の
高
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

女
性
自
身
の
意
識
改
革（
責
任
感
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
等
）」（
印
刷
／
役
員
〇
、
部
長
一
％
、

課
長
三
％
、
係
長
三
％
）、「
性
等
の
属
性
に

依
ら
ず
、
優
秀
な
人
財
を
育
成
し
て
い
く
風

土
の
醸
成
、
結
果
と
し
て
管
理
職
ポ
ス
ト
へ

の
女
性
登
用
の
加
速
」（
化
学
／
役
員
〇
、
部

長
〇
・
三
％
、
課
長
一
・
六
％
、
係
長
七
・

七
％
）
―
―
の
ほ
か
、「
育
児
を
理
由
と
す
る

女
性
退
職
者
の
減
少
」（
旅
行
）、「
勤
続
年
数

の
上
昇
と
育
児
休
業
を
取
得
し
た
継
続
就
業

の
増
加
（
印
刷
）、「
女
性
の
継
続
就
業
率
の

上
昇
」（
電
気
工
業
）、「
育
児
退
職
者
の
再
雇

用
の
増
加
」（
重
機
）、「
女
性
退
職
者
の
減

少
」（
外
食
）
な
ど
の
記
述
が
あ
っ
た
。

な
お
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
「
取
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り
組
ん
で
い
な
い
」
理
由
（
複
数
回
答
）
に

つ
い
て
は
、「
女
性
は
既
に
十
分
、
能
力
を
発

揮
し
活
躍
し
て
い
る
か
ら
」
が
も
っ
と
も
多

く
五
三
・
八
％
に
の
ぼ
っ
た
ほ
か
、「
女
性
側

に
ニ
ー
ズ
が
な
い（
と
考
え
て
い
る
）か
ら
」

が
一
五
・
四
％
、「
現
状
で
も
法
違
反
で
は
な

く
、
支
障
が
な
い
か
ら
」
及
び
「
取
組
手
法

が
分
か
ら
な
い
か
ら
」
が
一
一
・
五
％
な
ど

と
な
っ
た
。
ま
た
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
が
今
後
、「
取
り
組

み
予
定
が
あ
る
」
企
業
は
三
・
八
％
、「
現
在

の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
」が
六
五
・
四
％
、「
分

か
ら
な
い
」
が
三
〇
・
八
％
だ
っ
た
。

女
性
管
理
職
比
率
は
な
ぜ
、 

伸
び
悩
ん
で
い
る
の
か

今
回
の
調
査
で
、
モ
ニ
タ
ー
回
答
企
業
に

お
け
る
女
性
管
理
職
比
率
は
三
年
前
と
の
比

較
で
は
概
ね
増
加
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
下

位
層
ほ
ど
「
増
え
た
」
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
伸
び
代
に
は
期
待

が
持
て
る
様
子
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ

の
う
え
で
以
下
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
比

率
の
水
準
自
体
は
依
然
と
し
て
、
低
迷
し
て

い
る
要
因
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

母
集
団
と
し
て
の
女
性
数
の 

少
な
さ

女
性
管
理
職
比
率
が
「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
」
あ
る
い
は
「
減
っ
た
」
と
回
答
し
た

企
業
に
対
し
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
原
因
（
複

数
回
答
）
を
尋
ね
る
と
、
一
つ
に
は
職
層
を

問
わ
ず
「
従
業
員
に
占
め
る
（
そ
も
そ
も
の

母
集
団
と
し
て
の
）
女
性
の
絶
対
数
の
少
な

さ
」
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
今
回

の
調
査
結
果
か
ら
従
業
員
に
占
め
る
女
性
比

率
と
女
性
管
理
職
比
率
の
関
係
性
を
み
て
も

納
得
で
き
る
（
図
６
）。
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そ
の
う
え
で
、
こ
の
課
題
は
回
答
企
業
の

半
数
弱
（
四
九
・
一
％
）
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
新
規
採
用
時
に
お
け
る
女
性
の
積
極
的

な
採
用
」
で
乗
り
越
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
た
だ
、
女
性
を
積
極
的
に
新
規
採

用
し
て
い
て
も
離
職
率
が
非
常
に
高
く
、
必

ず
し
も
管
理
職
登
用
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
な

い
企
業
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
Ｅ
社
（
ア

パ
レ
ル
）
で
は
、
本
年
の
新
規
採
用
に
占
め

る
女
性
比
率
は
七
一
・
八
％
に
の
ぼ
る
が
、

勤
続
一
〇
年
未
満
の
離
職
率
が
七
四
・
〇
％

（
結
果
、
従
業
員
構
成
に
占
め
る
女
性
比
率

は
四
二
・
六
％
）
で
、
女
性
の
管
理
職
比
率

は
部
長
（
相
当
職
）
ク
ラ
ス
で
六
・
五
％
、

同
課
長
で
一
〇
・
九
％
、
同
係
長
で
一
八
・

六
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
る
業
種
で
は
、
そ
も
そ
も
の

母
集
団
の
多
さ
か
ら
、
女
性
管
理
職
比
率
は

社
会
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

と
は
い
え
、
従
業
員
構
成
ほ
ど
に
は
高
ま
ら

な
い
背
景
に
何
が
あ
る
か
に
つ
い
て
も
、
考

察
が
必
要
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

昇
進
年
次
に
達
す
る
女
性
数
の

少
な
さ

同
様
に
、
女
性
管
理
職
比
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
原
因
（
複
数
回
答
）
と
し
て
、
回
答

企
業
の
多
く
が
指
摘
し
た
の
は
「
任
命
層
に

該
当
す
る
女
性
数
の
少
な
さ
（
す
な
わ
ち
昇

進
年
次
に
達
す
る
女
性
数
の
少
な
さ
）」だ
っ

た
。
こ
の
課
題
は
育
児
・
介
護
休
業
法
の
制

定
か
ら
数
次
に
わ
た
る
改
正
を
経
て
、
女
性

社
員
の
平
均
勤
続
年
数
の
長
期
化
等
を
通
じ
、

乗
り
越
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

実
際
、
回
答
企
業
の
中
に
は
、
少
な
く
と

も
係
長
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
女
性
比

率
が
既
に
従
業
員
構
成
に
占
め
る
女
性
比
率

と
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
程
度
ま
で
増
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
従
業
員
構
成
に

占
め
る
女
性
比
率
、
係
長
（
相
当
職
）
ク
ラ

ス
に
お
け
る
女
性
比
率
の
順
に
、
例
え
ば
Ｆ

社
（
玩
具
等
販
売
）
で
は
三
三
・
〇
％
に
対

し
三
九
・
〇
％
、
Ｇ
社
（
情
報
）
で
は
二
〇
・

〇
％
に
対
し
二
一
・
〇
％
、
Ｈ
社
（
水
産
）

で
は
一
六
・
二
％
に
対
し
一
四
・
四
％
、
Ｉ

社
（
外
食
）
は
一
八
％
に
対
し
一
五
％
、
Ｊ

社
（
出
版
）
は
三
四
・
四
％
に
対
し
三
〇
・

二
％
、
Ｋ
社
（
電
機
）
で
一
七
・
四
％
に
対

し
一
五
・
四
％
と
い
っ
た
具
合
だ
。

そ
の
う
え
で
、
継
続
就
業
の
指
標
と
し
て
、

平
均
勤
続
年
数
の
男
女
差
と
女
性
管
理
職
比

率
の
関
係
を
み
る
と
、
平
均
勤
続
年
数
の
男

女
差
が
小
さ
く
（
さ
ら
に
女
性
の
平
均
勤
続

年
数
が
男
性
を
上
回
り
）、
女
性
管
理
職
比

率
が
高
い
企
業
が
あ
る
反
面
、
平
均
勤
続
年

数
に
大
き
な
男
女
差
が
あ
っ
て
も
女
性
の
管

理
職
登
用
は
進
ん
で
い
る
企
業
や
、
逆
に
男

女
差
が
な
く
て
も
女
性
の
管
理
職
登
用
は
伸

び
悩
ん
で
い
る
企
業
が
み
ら
れ
る
。
同
様
に
、

勤
続
三
年
、
一
〇
年
未
満
の
女
性
の
離
職
率

と
女
性
管
理
職
比
率
の
関
係
で
、
離
職
率
が

高
く
て
も
女
性
の
管
理
職
登
用
は
進
ん
で
い

る
企
業
が
あ
る
一
方
、
離
職
率
は
低
い
が
管

理
職
女
性
の
登
用
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
企
業

が
み
ら
れ
る
。
継
続
就
業
自
体
が
、
女
性
管

理
職
比
率
の
向
上
に
直
結
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
可
能

性
が
示
唆
さ

れ
る
。

こ
う
し
た

状
況
の
背
景

に
つ
い
て
、

今
回
の
調
査

結
果
を
基
に

考
え
て
み
る

と
、
継
続
就

業
し
て
昇
進

年
次
に
達
し

た
と
し
て
も
、

「
仕
事
と
育

児
等
の
両
立

支
援
方
策
が

充
実
し
た
結

果
、
そ
の
利

用
率
の
高
い

女
性
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ

の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
遅
れ

る
」
恐
れ
が

考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
改

正
育
児
・
介

護
休
業
法
へ

の
対
応
状
況

を
聞
い
た
第

25
回
ビ
ジ
ネ

ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
（
本
誌
二

〇
一
〇
年
九
月
号
参
照
）
と
、
今
回
調
査
の

双
方
と
も
回
答
の
あ
っ
た
企
業
（
登
録
八
六

社
中
五
一
社
）
デ
ー
タ
で
掘
り
下
げ
て
み
た
。

す
な
わ
ち
、育
児
休
業
を
取
得
で
き
る（
子

の
）
上
限
年
齢
が
「
法
定
を
上
回
る
」
企
業

群
（
う
ち
五
二
・
九
％
）
と
「
法
定
通
り
」

（
四
七
・
一
％
）
の
企
業
群
で
、
女
性
管
理

職
比
率
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
調
べ
て
み
る

と
、
前
者
よ
り
む
し
ろ
後
者
の
方
が
、
女
性

管
理
職
比
率
は
高
い
と
い
う
興
味
深
い
関
係

性
が
見
て
取
れ
る
（
図
７
）。
女
性
の
活
用

に
係
る
周
辺
情
報
も
併
せ
て
比
較
す
る
と
、

育
児
休
業
制
度
が
法
定
通
り
の
企
業
群
の
方

が
、
従
業
員
に
占
め
る
女
性
比
率
や
本
年
の

新
規
採
用
に
占
め
る
女
性
比
率
は
相
対
的
に

高
い
一
方
、
育
児
休
業
制
度
が
法
定
を
上
回

る
企
業
群
の
方
が
、
少
な
く
と
も
勤
続
三
・

一
〇
年
未
満
の
離
職
率
は
低
く
平
均
勤
続
年

数
も
長
く
な
っ
て
い
る
。

育
児
休
業
制
度
等
の
充
実
は
、
女
性
の
定

着
に
は
大
い
に
効
果
を
発
揮
し
て
も
、
管
理

職
登
用
に
は
必
ず
し
も
寄
与
し
な
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
場
合
、
女
性
自
身
の
昇
進
意

欲
が
減
退
し
て
い
る
恐
れ
は
な
い
か
、
さ
ら

に
は
育
児
休
業
等
を
取
得
し
た
場
合
の
昇

進
・
昇
格
の
あ
り
方
や
、
短
時
間
勤
務
等
を

行
っ
て
い
る
場
合
の
管
理
職
の
就
か
せ
方
等

は
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
何
ら
か
の

構
造
的
要
因
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
に
つ
い

て
、
今
後
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

女
性
が
就
く
職
種
、
部
門
等
の

限
定
性

な
お
、
女
性
管
理
職
比
率
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
原
因
（
複
数
回
答
）
と
し
て
指
摘
さ
れ

た
も
の
の
一
つ
に
、「
女
性
が
就
い
て
い
る
職
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種
、
部
門
等
の
限
定
性
」
も
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
に
つ
い
て
、
直
接
的
に
掘
り
下
げ
る

デ
ー
タ
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
一
環

と
し
て
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
の
有
無
別

に
、
女
性
管
理
職
比
率
や
周
辺
情
報
を
同
様

に
整
理
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
コ
ー
ス
別
雇
用

管
理
制
度
が
「
な
い
」
企
業
群
の
方
が
「
あ

る
」
企
業
群

よ
り
、
女
性

管
理
職
比
率

や
従
業
員
女

性
比
率
、
新

規
採
用
時
の

女
性
割
合
等

が
総
じ
て
高

い
よ
う
す
が

明
ら
か
に

な
っ
た
。
到

達
で
き
る
役

職
上
限
等
を

付
随
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が

多
い
コ
ー
ス

別
雇
用
管
理

制
度
の
存
在

は
、
少
な
く

と
も
女
性
の

管
理
職
登
用

に
プ
ラ
ス
に

は
寄
与
し
て

い
な
い
と
言

え
る
だ
ろ
う

（
図
８
）。

ま
た
、コ
ー

ス
別
雇
用
管

理
制
度
あ
り

の
方
が
勤
続

三
年
未
満
の

離
職
率
は
低
い
も
の
の
、
勤
続
一
〇
年
未
満

の
離
職
率
に
な
る
と
む
し
ろ
高
ま
る
こ
と
も

分
か
る
。
女
性
の
管
理
職
比
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
（
複
数
回
答
）
と
し
て
、

「
コ
ー
ス
転
換
の
円
滑
化
（
資
格
要
件
の
緩

和
）
や
コ
ー
ス
振
分
け
時
期
の
変
更
、
コ
ー

ス
区
分
の
見
直
し
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
が
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
の
導
入
企

業
の
三
分
の
一
に
と
ど
ま
る
中
に
あ
っ
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
展
望
の
先
止
ま
り
観
が
女
性
の
継

続
就
業
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
寄
与
し
て
い
る
恐

れ
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

女
性
管
理
職
比
率
の
向
上
に 

有
効
な
取
り
組
み
と
は

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
内
容
か
ら
は
、
女
性

を
積
極
的
に
新
規
採
用
し
、
離
職
を
防
い
で

定
着
を
促
し
、
管
理
職
登
用
に
つ
い
て
は
そ

れ
ら
の
結
果
と
し
て
の
自
然
増
に
任
せ
る
と

い
う
底
上
げ
戦
略
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
管

理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
の
上
昇
自
体
に
は

必
ず
し
も
帰
結
し
な
い
恐
れ
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
り
急
速
に
広
ま
っ
て
き
た
様
子
が
、

今
回
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
時
期
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、

概
ね
時
期
が
古
い
（
＝
取
り
組
み
の
蓄
積
期

間
が
長
い
）
ほ
ど
、
女
性
の
管
理
職
比
率
も

高
ま
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
９
）。
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
、結
果
（
数

値
）
に
反
映
さ
れ
る
ま
で
に
は
一
定
程
度
の

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取

り
組
ん
で
い
て
も
効
果
を
実
感
し
て
い
る
企

業
と
そ
う
で
な
い
企
業
が
存
在
し
、
結
果
と

し
て
取
り
組
み
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
企
業
も

み
ら
れ
る
。
で
は
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
内
容
で
、
そ
の
効
果
に
違
い

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
内
容
別
に
女
性
管
理
職

比
率
を
比
較
し
て
み
る
と
（
図
10
）、「
女
性

の
管
理
職
登
用
に
係
る
数
値
目
標
の
設
定
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
群
で
は
、
役
員
ク

ラ
ス
（
六
・
九
％
）
や
部
長
（
相
当
職
）
ク

ラ
ス
（
六
・
三
％
）
を
含
め
、
い
ず
れ
の
職

層
で
も
女
性
管
理
職
比
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
は
、（
回
答
モ
ニ
タ
ー

の
特
徴
か
ら
）
外
資
系
企
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
多
い
よ
う
だ
。
い
わ
ゆ
る
日
本
的
な

雇
用
慣
行
を
残
す
企
業
群
に
ど
こ
ま
で
受
け

容
れ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
動
向

が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
は
あ
く
ま
で
限
ら
れ

た
モ
ニ
タ
ー
の
範
囲
で
実
施
し
た
も
の
。
可

能
性
を
言
及
し
て
い
る
域
を
出
ず
、
今
後
さ

ら
な
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図８　コース別雇用管理の有・無別企業群間で比較した女性社員の活用状況

図９　ポジティブ・アクションの取り組み時系列でみた女性管理職比率（平均）

図10　ポジティブ・アクションの取り組み内容別にみた女性管理職比率（平均）


